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福祉文教委員会会議録 

 

開閉日時 令和７年６月18日（水) 午前10時00分～午前10時21分 

会  場 高浜市議場 

  

１．出席者 

１番 橋本 友樹、 ４番 杉浦 康憲、 ６番 今原ゆかり、 

９番 長谷川広昌、 10番 北川 広人、 12番 柴口 征寛、  

14番 黒川 美克 

オブザーバー  

議長（３番） 神谷 直子 

 

２．欠席者 

   なし 

 

３．傍聴者 

   一般２名 

 

４．説明のため出席した者  

市長、副市長、教育長、  

企画部長、総合政策ＧＬ、総合政策Ｇ主幹、秘書人事ＧＬ、ＤＸ推進ＧＬ、 

福祉部長、共生推進ＧＬ、介護障がいＧＬ、地域福祉Ｇ主幹、 

こども未来部長、こども育成ＧＬ、文化スポーツＧＬ、 

学校経営ＧＬ、学校経営Ｇ主幹  

 

５．職務のため出席した者  

   議会事務局長、書記２名 
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６．付議事項 

（１）議案第42号 高浜市職員の育児休業等に関する条例及び高浜市職員の勤務時間、 

休暇等に関する条例の一部改正について  

（２）議案第43号 事業契約の変更について  

（３）議案第45号 令和７年度高浜市一般会計補正予算（第３回）  

 

７．会議経過 

 

 委員長挨拶 

 

委員長 本日、委員会の傍聴の申し出がありましたので、高浜市議会委員会条例第 19条

第１項の規定により傍聴を許可しましたので、御了承願います。 

ただいまの出席委員は全員であります。よって、本委員会は成立いたしましたので、

これより福祉文教委員会を開会いたします。  

 

市長挨拶 

 

委員長 去る６月 13日の本会議におきまして、当委員会に付託となりました案件は、既

に配付されております議案付託表のとおり議案３件であります。 

当委員会の議事は、議案付託表の順序により逐次進めてまいります。 

次に、本委員会記録の署名委員の指名についてであります。本件については、副委員

長の橋本友樹委員を指名いたします。  

それでは、当局のほうから説明を加えることがあれば願います。 

説（企画部） 特にございません。 

委員長 これより質疑に入りますが、円滑な委員会運営のため、総括質疑との重複を避

け、発言は議題の範囲を超えないようお願いいたします。  
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《議 題》 

（１）議案第42号 高浜市職員の育児休業等に関する条例及び高浜市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正について  

委員長 質疑を行います。 

問（12） ２点伺います。 

総括質疑において、１号から２号に変更する場合、特段の理由がない限りは変更でき

ない、配偶者の入院であるとかそういったことがなければ変更できないとの答弁があり

ましたが、この特段の理由とは、配偶者の入院以外にどのようなことがあるのか、教え

ていただければと思います。  

あと、仕事と育児の両立を目指すことは重要なんですが、部分休業について、子供の

育児の状況というのは変わってくるかと思います。やってみて両立がうまくいかなくな

った場合、部分休業の取り方を変えたい、そうした希望も出てくるのではないかと考え

られますが、そのあたりの考え方についてもお聞かせください。  

答（秘書人事） まず１問目の質問につきまして、特別の事情につきましては配偶者が

負傷または疾病により入院したこと以外に、配偶者と別居した場合等が予測できなかっ

た事実として考えられます。  

また２件目、事情により部分休業を変えたいという場合なんですけれども、１号から

２号へ変更するに当たりましては、第 20条の５の育児休業法第 19条３項の条例に定める

特別の事情がなければ変更はできませんが、例えば１号部分休で２時間の部分休を最初

申請された方が、園の送迎等の関係でもう少し早く行けるということで部分休業の時間

が１時間で良いというようなことがございましたら、そういった１号部分休業の中では

時間の変更等は認めさせていただくようにさせていただきます。以上となります。 

委員長 ほかに。 

 

質疑なし 

 

委員長 ほかに質疑もないようですので、議案第 42号の質疑を打ち切ります。 
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（２）議案第43号  事業契約の変更について  

委員長 質疑を行います。 

問（12） 質問事項が多いので項目ごとに分けて伺います。  

まず最初に、毎年８月の速報値を基にサービス対価の有無を判断するとのことですが、

なぜこの翌年の２月になって確定金額を市へ通知されるのか、この６か月かかる理由に

ついてお聞かせください。 

答（学校経営） 先日の総括質疑でも回答させていただいておるんですが、ＳＰＣ特定

目的会社が確報値を基に来年度以降の改訂後のサービス対価を精査いたします。それが

令和７年２月末に確定金額が市のほうへ通知されています。 

その後に市がその内容について精査等そういった事務を行いまして、現在６月議会の

議案を上程させていただいているところでございます。  

問（12） 次に、サービス対価について順に伺っていきます。 

まず、警備保安業務について４点。この警備保安業務、機械警備との答弁がありまし

たけれども、この具体的な内容についてお聞かせください。  

２点目に、今回のこの契約変更以降により来年度以降、毎年幾ら支払うのか。また契

約満了までの残金をお聞かせください。  

３点目、契約満了まで支払った場合、契約当初より全体で幾ら増えることになるのか、

お聞かせください。 

 ４点目に、高小以外の学校についてこの警備保安業務をどのように行われているのか。

同じように機械警備であるのか、お聞かせください。以上、４点お願いします。 

答（学校経営） まず高小の警備内容でございます。こちら機械警備ということで、機

械で警備をした上で何か事情があった場合に、警備員が出動してその対応をするといっ

た内容になっております。  

契約後に毎年幾らずつ上乗せされるかでございますが、１年度当たり平均で約 298万

円ほどとなっております。  

続きまして、全体で幾らの差が生じたということで、当初契約と比べまして約１億

9,431万 4,892円、今回で増額となっております。また、高小以外の警備につきましても

高小と同様な警備となっております。 

問（ 12） 高小以外、費用がかかっていると思うんですが、この学校ごとに幾らかかっ

ているのか、分かればお願いします。 
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答（学校経営） 警備が個々の学校で幾らかかってるかっていう御質問でございますが、

そちらの詳細については把握しておりませんが、総括質疑でも回答させていただいてお

ります、小学校４校での維持管理費が 1,981万 3,000円と、中学校２校での維持管理費が

1,428万1,000円となっております。  

問（12） 次に、上記以外の維持管理業務について４点伺います。 

これについては、建物整備保守環境衛生清掃業務修繕業務とのことですが、この業務

について、年に何回どのようなことを行っているのか、具体的にお聞かせください。 

２点目に、来年度以降この業務については年間幾ら支払うことになるのか。また残金

についてもお聞かせください。  

３点目に、契約満了まで支払った場合、契約当初から全体で幾ら増えることになるの

か、お聞かせください。 

あと４点目、この業務について、他の小中学校の今年度予算を教えていただきたいと

思います。また、大規模改修が行われていない学校もあるので、できれば学校ごとにお

答えいただければと思います。お願いします。 

答（学校経営） 建物の警備に対して、毎年何回こういう保守等を行っているかにつき

まして、今、手持ちに資料がございませんのでお答えすることができません。  

あと、維持管理費の増額でございますが、警備のほうで約 40万ほどで、それ以外の維

持管理費といたしまして、 1,200万ほどとなっております。  

他の小学校の予算につきましては、今、予算資料がございませんのでお答えすること

ができません。 

問（12） 残金は。 

答（学校経営） サービス対価の残金でございますが、維持管理業務とその他関連業務

を合わせまして、残金として約４億7,000万ほどとなっております。  

問（12） 次に、その他関連業務について４点お願いします。 

これについては、事業者の運営費、保険料、監査費などという答弁が総括質疑であり

ましたが、運営費、保険料、監査費以外にはどのような費用があるのか、お聞かせくだ

さい。 

２点目に、他の小中学校がＰＦＩではないことから、その他関連業務については、ほ

かの学校では費用がかからないということでいいのかどうか。  

３点目に、事業者の運営費、保険料、監査費について、ＰＦＩの契約の中に入れてい
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ることと思うんですが、ほかの自治体が行っているＰＦＩ契約でも同様に事業者の運営

費、保険料、監査費を毎年支払っている事例があるのかどうか、お聞かせください。 

あと４点目、その他関連業務における来年度の費用及び残金をお聞かせください。以

上、４点お願いします。 

答（学校経営） その他関連業務で運営費、保険料、監査業務費用などほかの業務が何

が入ってるかという御質問でございますが、今こちらも資料がございませんのでお答え

することができません。  

他の学校につきまして、こちらの関連業務で支払いをしてる費用もありますので、例

えば保険料とかその辺については他の学校でも含まれると考えております。  

他の市のＰＦＩ事業でございますが、こちらについては今、資料ございませんのでお

答えすることができません。 

その他関連業務の残金でございますが、事業契約変更後でございますが、約１億

5,000万ほどとなっております。  

問（12） その他関連業務の来年度の費用。残金はさっきお話があったんですけど。 

答（学校経営） こちらも手持ちに資料がございませんのでお答えすることができませ

ん。 

問（ 12） 最後に今回の改定でこの契約金額、当初契約より幾ら増額となったのか、教

えてください。以上です。 

答（学校経営） 当初契約から今回の変更契約におきまして、増額金額といたしまして

は、１億9,431万4,892円となっております。 

委員長 ほかに。 

 

質疑なし 

 

委員長 ほかに質疑もないようですので、議案第 43号の質疑を打ち切ります。  

 

 

（３）議案第45号 令和７年度高浜市一般会計補正予算（第３回） 

委員長 質疑を行います。 

問（１） それでは、補正予算書の３款１項18目重層的支援体制整備事業、いわゆるま
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ぜこぜの居場所づくりについて少しお伺いいたします。 

先日の総括質疑でも鈴木委員よりたくさん聞いてはおりますが、少しだけ補足でお願

いいたします。今回、事業概要の目的には市内全域における居場所について実態を把握

し、そして市内全部の小学校区でまぜこぜの居場所が１か所以上整備されていることを

目標とされて設定されております。  

 昨年の６年度には翼小学校区をモデルに始められて、今年度は市内全域に広げていこ

うということだとは思いますが、今までの例えばこども食堂であったり、健康自生地と

いったような活動をされてまいりました。こども食堂の活動も決して子供だけが対象で

はなく、それこそまぜこぜの居場所としての意味もあったと思いますが、そういった活

動をされている方々とすみ分けていくのか、もしくは今回のまぜこぜの居場所に入って

いただくような方針なのか、どのようにお考えなのかをお聞かせください。 

答（共生推進） 委員、御指摘のとおり、まず、こども食堂につきましては全ての方を

対象としたものとなっておりまして、既にまぜこぜの居場所の取組に近いような取組も

行っている場所もございます。 

また、自生地におきましても昨年度まぜこぜの居場所になりませんかという事前の意

向調査をさせていただいておりまして、興味関心を抱いていただいている自生地の方々

もお見えになります。 

こうした状況も踏まえまして、まぜこぜの居場所になっていただけるように個別にア

プローチのほうをかけてまいりたいというふうに考えております。よろしくお願いいた

します。 

委員長 ほかに。 

問（ 10）  ２つほどお聞きしたいんですけども、今回、国庫で 500万っていうお金を頂

いてやっていくのがアンケートと支援事業ということなんですけども、アンケート自体

にはどれぐらいお金がかかるものなのかっていうのをちょっと伺いたいなということと、

それから今、国のほうの進め方っていうのは、数年前からこのまぜこぜという重層的な

支援事業というのが出てきてるんですけれども、極端な言い方ですけども、くくりを大

きくすれば、今あるものでももう既にこの中に含まれてるという考え方もできると思う

んですが、あえて非常に分かりにくいまぜこぜという概念をやってる方々に、市民の

方々も含めて、我々もそうですけども、それを理解していただいて進めていくっていう

ところがちょっと見えにくくなってしまってるかなという気がするんですよね。場所づ
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くりというのが目的になってしまっているような感が否めないんじゃないかなという気

がするんですけども、そこのところはどのようにお考えになっているのか、お聞かせい

ただきたいと思います。  

答（共生推進） ただいま、２点御質問いただいたかと思います。 

まず１点目のアンケート調査に幾らほどの費用がかかるかということですが、私ども

の見込みとしては、約300万円程度を想定をしております。  

２点目につきまして、居場所づくりが目的になっていないかというふうな御質問であ

ったかと思いますが、委員、御指摘のとおり、居場所づくりはつくることが目的ではご

ざいません。つくってそこにお越しいただいて、そこから支援につなげていくっていう

ところが目的でございますので、そういった理念も含めて、まだ昨年度から始まったば

かりの事業でございますので、我々もそういった御指摘も踏まえまして、まぜこぜの居

場所づくりをさらに趣旨も含めてＰＲのほうを進めてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

委員長 ほかに。 

 

質疑なし 

 

委員長 ほかに質疑もないようですので、議案第 45号の質疑を打ち切ります。  

以上で付託された案件の質疑は終了いたしました。 

なお、本委員会において自由討議を実施する案件はありません。  
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《採 決》 

（１）議案第42号 高浜市職員の育児休業等に関する条例及び高浜市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正について  

 

挙手全員により原案可決  

 

 

（２）議案第43号 事業契約の変更について  

 

挙手全員により原案可決 

 

 

（３）議案第45号 令和７年度高浜市一般会計補正予算（第３回）  

 

挙手全員により原案可決  

 

 

委員長 以上をもって、当委員会に付託となりました全案件の審査を終了いたします。  

お諮りいたします。 

審査結果の報告の案文は、正副委員長に御一任願ってよろしいでしょうか。  

 

 「異議なし。」と発声するものあり。  

 

委員長 御異議なしと認め、正副委員長に一任させていただきます。  

 

市長挨拶 

 

委員長 以上をもちまして、福祉文教委員会を閉会いたします。 

 

委員長挨拶 
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                                 終了 午前10時 21分 

 

 

福祉文教委員会委員長  

 

 

     福祉文教委員会副委員長  

 


